
建設業が「社会資本整備の担い手」、「地域の守り手」として、機能を引き続き担っていくた
めには、若年者の担い手の確保と育成が急務
そのため、CCUSの普及・活用を図ることにより、技能と経験に応じた処遇と育成が受けられ
る環境を整備していくとともに、各企業や各団体における担い手の確保・育成に向けた具体
的な取組みを喚起していく必要

「建設人材育成優良企業表彰」の創設について

CCUSの活用をはじめとして、技能や経験に応じた給与の引き上げや、キャリアパスに基づいた
計画的な人材育成、これらを可能とするための環境整備など、「建設工事の担い手の育成及
び確保」に向けて、顕著な功績を上げた企業、団体に対して表彰を行い、その努力を讃えるこ
とにより、担い手の育成及び確保に向けた取組みを推進するため、「建設人材育成優良企業
表彰」を創設。

建設業法（第25条の7）において、「建設工事の担い手の育成及び確保」が建設業者の努力義務として、
「必要な知識及び技術又は技能の向上」が技術者・技能者の努力義務として規定


